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“げんき会"

最
近
、
新
谷
の
祭
り
が
に
ぎ
や
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
参
加
し
て
い

る
人
も
、
見
て
い
る
人
も
、
わ
く
わ

く
し
た
表
情
で
す
。
今
年
は
伺
を
し

よ
う
か
。
今
年
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が

登
場
す
る
の
か
。
み
ん
な
が
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

仕
掛
人
は

ゥげ
ん
き
会
々
の
メ
ン

バ

で

す
。
こ
の
会
は
、
新
谷
地
区

と
共
に
活
動
し
、
新
谷
の
活
性
化
と

ま
ち
お
こ
し
の
た
め
に
語
り
あ
い
、

〒795

いきいき大却1111⑥

仲
間
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
組
織
さ

れ
ま
し
た
。

地
元
和
霊
神
社
の
夏
祭
リ
は
、
毎

年
七
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
彼
ら
は
主
催
す
る
地

元
商
工
会
に
申
し
出
て
、
こ
の
二
日

間
の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
と
ん
ど
を
引
き

受
け
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
目
指
す
も

の
は
、
住
民
参
加
型
の
祭
り
で
す
。

過
去
二
年
間
、
仮
装
行
列
、
ゲ
ー
ム

大
会
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
静
か
だ
っ
た
夏
祭
り
の
夜
が
、
通

り
中
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
人
々
と
歓

声
に
沸
き
返
っ
た
の
で
す
。

事
を
起
す
始
ま
り
は
、
メ
ン
バ
ー

の

一
人
の

『な
ん
と
か
し
よ
う
や
』

で
す
。
寄
っ
て
、
た
か
つ
て
話
し
合

い
、
や
が
て
そ
れ
が
、

『な
ん
と
か

な
る
ぜ
』
に
な
り
、
四
方
八
方
手
を

つ
く
し
て
動
き
ま
わ
り
、
つ
い
に
は

そ
れ
が
、
『
や
っ
て
し
も
た
』
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
聞
の
労
力

た
る
や
筆
舌
に
つ
く
し
難
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

こ
の

ゥげ
ん
き
会
々
の
メ
ン
バ
ー

は
現
在
二
十
人
。
新
谷
地
区
に

在
住
で
、
こ
の
会
の
目
的
に
賛

同
し
、
や
る
気
が
有
り
、
体
力

が
有
り
、

自
分
で
若
い
と
思
っ

て
い
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も

(
つ
)
参
加
で
き
る
と
の
こ
と

で
す
。
詳
し
く
は
、
会
長
の
武
内
洋

一
さ
ん
ま
で
。

(
密
⑮
0
9
2
0
)

人口

男

女

世帯数

面積

7月10日と24日です 市民のうこ。き

平成5年5月31日現在

39，345人 (-6) 

18，692人 (-5)

20，653人 (-1) 

13，391世帯 (+19) 

240.99平方キロメートル

市民の皆様のこ・理解とこ‘協力をお願いします。

今月の納税は
固定資産税2期
間民健康保険税 1期
納期は8月2日です。

今月の閉庁土曜日は

今月号のみどころ

0リサイクル社会が始ま って

います・……・・・…・・・….....p2 

0水道事業を実施しています。

..p 3 

0持別養護老人ホーム“みどり

苑"オープン・・・・………..p4 

0いかだ流し大会のお知らせ

...p 5 

0職員を募集します・H ・H ・..p6 
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家
庭
ゴ
ミ
の

分
別
は

し
っ
か
り
と

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
排
出

量
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
ゴ
ミ
を
適
正
に
処
理
す

る
こ
と
が
非
常
に
む
ず
か
し
く
な
っ

て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る
に

は
、
ゴ
ミ
そ
の
も
の
の
排
出
を
抑
え

た
り
、
生
じ
た
ゴ
ミ
を
で
き
る
限
り

再
利
用
す
る
な
ど
、
ゴ
ミ
の
減
量
化

を
推
進
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

紙
の
再
生
、
節
約
は
森
林
を
救
い
、

缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
資
源
や
工
、
不

ル
ギ
l
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
の
起
点

に
あ
る
の
が
「
ゴ
ミ
の
分
別
」
で
す
。

ま
た
、
ゴ
ミ
の
中
に
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
危
険
物
が

混
入
し
て
い
る
と
爆
発
や
重
大
な
火

災
の
原
因
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
ゴ
ミ
の
分

別
を
し

っ
か
り
と
し
、
ゴ
ミ
の
減
量

化
、
資
源
の
再
利
用
に
ご
協
力
く
だ

大
」
い
。

ごみはきめられだとおりに
出しましよう

忌1;必:o1fti昌:1岨民主珂:o1ftl副間同1'-.3.;'1:o1.t.'軍事軍政指‘

ゴ
ミ
の
五
O
%は

水

分

で

す

家
庭
ゴ
ミ
の
大
き
な
特
徴
は
、
水

分
を
多
く
含
む
と
い
う
点
で
す
。
重

さ
に
す
る
と
、
ゴ
ミ
全
体
の
約
半
分

を
水
が
占
め
て
い
ま
す
。
台
所
か
ら

出
る
生
ゴ
ミ
は
、
特
に
水
分
が
多
く
、

全
体
の
七
五
か
ら
八
五
%
が
水
分
で

す
。
こ
う
い
っ
た
ゴ
ミ
は
、
焼
却
作

業
の
効
率
を
著
し
く
低
下
さ
せ
る
も

の
で
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す。
夏
場
に
な
る
と
、
ス
イ
カ
や
野
菜

な
ど
水
分
を
多
く
含
ん
だ
生
ゴ
ミ
が

増
加
し
ま
す
。
生
ゴ
ミ
を
捨
て
る
時

に
は
、
十
分
に
水
切
り
を
し
て
か
ら

出
す
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い

。

ル ゴ

ルの
をは収
守集
つ場
て所

ゴ
ミ
の
収
集
場
所
は
、
そ
の

一
時

保
管
場
所
で
あ
り
、
ゴ
ミ
捨
て
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
収
集
場
所
付
近
の

住
民
に
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
、
十

分
に
配
慮
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ゴ
ミ
は
、
収
集
日
の
午
前

八
時
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
日
以
外
に
出

さ
れ
る
と
、
犬
や
描
に
荒
ら
さ
れ
た

り
、
腐
っ
た
り
し
て
収
集
場
所
が
不

衛
生
に
な
り
ま
す
。

ゴ
ミ
を
減
ら
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

実
践
す
る
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な
自

然
が
よ
り
美
し
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
、
美
し
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
心

を
配
り
ま
し
ょ
う
。
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水
道

実 事
業
施語

し要
て護
ぃ霊

¥、ー，ノ

まを

す

近
年
、
住
宅
団
地
の
増
加
、
生
活

環
境
の
変
化
に
伴
う
水
需
用
の
増
加

に
よ
り
、
安
定
し
た
水
の
供
給
が
必

要
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

大
洲
市
で
は
、
平
成
二
年
度
か
ら

平
成
六
年
度
に
わ
た
り
、
総
事
業
費

二
十
八
億
円
を
か
け
て
、
水
道
事
業

(第
四
次
拡
張
事
業
)
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

平
成
二
年
度
か
ら
平
成
四
年
度
に

か
け
て
は
、
本
事
業
の
核
心
で
あ
る
、

菅
田
新
畑
水
源
地
の
建
設
を
は
じ
め
、

市
木
配
水
池
の
築
造
及
び
菅
田
、
市

木
、
五
郎
地
区
の
配
管
施
設
整
備
を

行
い
、
計
画
ど
お
り
順
調
に
進
行
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
南
久
米
、
五
郎
地
区

の
配
水
池
築
造
及
び
配
管
整
備
を
行

い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、
断
水
、

交
通
規
制
等
が
予
想
さ
れ
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

{
工
事
期
間
}
平
成
五
年
八
月
上
旬

か
ら
平
成
六
年
二
月
下
旬
ま
で

一
お
問
い
合
わ
せ
}

大
洲
市
水
道
課

宮
⑫
2

1
1

1
(内
線

3
7
5
1

E
⑪
3
7
5
3
(直
通
)

‘
五
郎
地
区
工
事
箇
所

h
p
新
し
く
完
成
し
た
菅
田
新
畑
水
源
地

-
道
路
な
ど
で
水
が
も
れ
て
い

る
の
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
水

道
課
へ
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

轡訟

、フ，、p

t__ 

水
道
課
で
は
、
安
全
で
お
い
し
い

水
の
安
定
供
給
の
た
め
、
施
設
の
点

検
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
配
水
管
は

上
水
道
だ
け
で
も
二

O
O
M
も
布
設

し
て
お
り
、
定
期
的
な
漏
水
調
査
だ

け
で
は
、
漏
水
箇
所
の
発
見
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

漏
水
が
あ
る
と
、
水
圧
の
低
下
に

よ
り
水
の
出
が
悪
く
な
っ
た
り
、
断

水
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

漏
水
を
発
見
し
た
ら
、
水
道
課
ま

で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
か
ら
家
庭
ま
で

の
水
道
管
の
管
理
責
任
は
各
家
庭
に

あ
り
ま
す
の
で
、
漏
水
を
放
置
し
て

お
く
と
多
額
の
水
道
料
金
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
速
や
か
に
大
洲
市

管
工
事
組
合
、
ま
た
は
最
寄
り
の
市

指
定
の
水
道
工
事
庖
に
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

{連
絡
先
}

大
洲
市
水
道
諜
宮
⑪
2
1
1
1

(
内
線
3
7
5
)

宮
⑫
3
7
5
3
(直
通
)

大
洲
市
管
工
事
組
合
宮
⑫
3
3
9
8
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で年

市ちあ
づる大
く明洲
りる市
をくで
目住は
指み
しよ活
てい力
市都まの

政
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
四
年
度
に
は
、
市

立
喜
多
保
育
所
の
改
築
な

ど
、
公
共
施
設
の
整
備
充

実
を
図
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
表
に
掲
げ
た
事
業
で
は
、

郵
便
局
の
簡
易
保
険
積
立

金
や
、
国
民
年
金
積
立
金

の
還
元
融
資
を
受
け
て
い

ま
す
。

hv
喜
多
保
育
所

事 業 名
総事業費 資金融資額
(万円) (万円)

鉄砲町第1団地公営住宅建設事業 11， 741 2，700 

簡 蔵川小学校屋内運動場新増改築事業 16，765 3，010 

肱東中学校校舎新増改築事業 22，400 5，660 
易

東中学校校舎新増改築事業 27，108 7，150 

保
住宅新築資金貰的事業 3，386 2，530 

F会 宅地取得資金賞伺事業 1，590 1，190 

公共下水道事業 141，018 37，440 

国 機械器具購入事業 2，713 2，700 

民
上須戒簡易水道事業 36，733 25，210 

年

金 喜多保育所建設事業 11，483 2，730 

特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

か
み
ど
り
苑
u

オ
l
ブ
、
/

川
町
大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム

帖
事
務
組
合
が
、
内
子
町
立
川
に
建
設

酬
を
進
め
て
い
た
老
人
福
祉
施
設
H

み

糊
ど
り
苑
H

が
完
成
し
六
月

一
日
オ
|

糊
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
当
事

制
務
組
合
の
施
設
は
、
「
と
み
オ
寮
」

棚

(大
洲
市
田
口
)、「
神
南
荘
」

(五

糊
十
崎
町
古
田
)
と
、
こ
の

H

み
ど
り

制

苑
H

の
三
施
設
が
そ
ろ

っ
た
こ
と
に

糊
な
り
ま
す
。

山
村

H

み
ど
り
苑
H

は
特
別
養
護
老
人

4 

ホ
ー
ム
(
定
員
五
十
人
)
、
短
期
保

護
(
同
二
十
人
)
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

(同
二
十
五
人
)
、
グ
リ
ー
ン
・
ケ

ア
H
H
軽
費
老
人
ホ

l
ム

H
(同
三
十

人
)
の
四
部
門
が
あ
り
ま
す
。

入
所
又
は
施
設
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
み
ど
り
苑
⑬
0
1
4
1

又
は
大
洲
市
福
祉
事
務
所
援
護
係

⑫
2
1
1
1
(
内
線
2
7
5
)
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

(
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
に
つ
い
て
は
直
接
み
ど
り
苑
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
)

企内子町立川に完成した‘みどり苑、

砂
ホグ
I 1) 
ム|

ノ

内ケ
部ア

(
軽
費
老
人



真
夏
の
肱
川
に

あ
ち
だ
ち
千
ヤ
レ
ン
シ

大
洲
青
年
会
議
所
で
は
、
毎
年

「
い
か
だ
流
し
大
会
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
十
周
年
の
記
念
大

会
と
な
り
ま
す
。
応
募
締
切
が
迫

っ

d

司
昨
年
の
大
会
か
ら

じ
ま
せ
ん
介

て
い
ま
す
の
で
、
急
い
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

{開
催
日
時
}

平
成
五
年
八
月

一
日

(
日
)

午
前
九
時
か
ら

{テーマ】

T
A
I
K
E
N
F
-
w
肱
川
u

{コース
}

成
見
橋

(菅
田
)
か
ら

新
冨
土
橋

(柚
木
)

{
参
加
資
格
}

O
健
康
で
水
泳
の
で
き
る
人

O
小
学
生
以
上
の
男
女

O
高
校
生
以
下
は
保
護
者
の
承
諾
が

必
要

{チ

l
ム
編
成
}

O

一
チ
l
ム
二
人
以
上
十
人
以
内
で

編
成
す
る
。

O
小
・
中
学
生
だ
け
の
チ
l
ム
編
成

は
認
め
な
い
。

O
申
込
書
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
メ

ン
パ
l
は
乗
船
で
き
な
い
。

h
p
昨
年
の
大
会
か
ら

{参
加
料
}

一
人
あ
た
り
六
百
円

{
応
募
締
切
}

平
成
五
年
七
月
五
日
間
午
後
六
時

{
参
加
者
説
明
会
}

平
成
五
年
七
月
五
日
間
午
後
七
時
か

ら
、
市
民
会
館
三
階
会
議
室
で
実
施

し
ま
す
。
各
チ

l
ム
の
責
任
者
は
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
出
席
し
な

い
チ

l
ム
は
失
格
と
し
ま
す
。

{
問
い
合
せ
・
申
し
込
み
先
}

他
大
洲
青
年
会
議
所

〒
明
大
洲
市
大
洲
八
九

一
の

一

大
洲
市
民
会
館
三
階

宮

0
8
9
3
⑫
7
1
0
7

来到夏

カヌーで肱川と
ノ親しもう

カヌーで肱川の水と遊んでみませんか。水面は夏の太

陽を受けて輝き、渡る風は夏のメロディーを奏でていま

す。

【申し込み先]

大洲市立中央公民館

[使用料}

1艇 につき 2時間 330円

2時間以降30分毎に50円増

※第4回大洲市カヌーツーリング駅伝大会は、
(日)に予定しています。

8月8日

宮⑫31 6 1 

.11又一16だれ12でちでき3楽レいスポ-1';でです
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会福祉
協議会

社大洲市役所

市立大効111病院

職

貝

を

大

洲

市

役

所

大
洲
市
役
所
の
平
成
五
年
度
職
員

募
集
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
職
種
及
び
人
員

〈
〉
内
は

学
歴
等
⑧
事
務
職
員

〈
大
学
卒
〉
二
人
程
度

⑧
事
務
職
員
〈
短
大
・
高
校
卒
〉

若
干
名

⑥
技
術
職
員
〈
大
学
卒
(
一
級
建

築

士

)

〉

一

人

⑨
技
術
職
員
〈
大
学
卒
(
土
木
科

専
攻
)
〉

一
人

⑥
保
母

二
人
程
度

⑤
調
理
員
〈
高
校
卒
〉
三
人
程
度

@

幼

稚

園

教

諭

二

人

⑮
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

〈

高

校

卒

〉

若

干
名

応
募
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

員
法
第
十
六
条
(
禁
治
産
者
な

ど
)
に
該
当
し
な
い
者

②
採
用
後
は
、
大
洲
市
に
居
住
可

能
な
者

③
④
⑮
⑥
⑥
は
、
学
校
を
平
成
五

年
三
月
か
ら
平
成
六
年
三
月
ま

で
に
卒
業
(
見
込
)
の
者

④
@
⑮
は
、
昭
和
三
十
九
年
四
月

一一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

平
成
六
年
三
月
ま
で
に
卒
業

(
見
込
)
の
者

募

集

し

ま

⑤
⑥
⑮
は
、
昭
和
三
十
三
年
四
月

一一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

高
校
を
平
成
六
年
三
月
ま
で
に

卒
業
(
見
込
)
の
者

受
付
期
間
六
月
二
十

一
日
1
七
月
九
日

※
な
お
、
⑮
⑥
⑮
は
、
六
月
二
十

一
日
か
ら
八
月
十
三
日
ま
で

そ
の
他受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し

く
は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職

員
採
用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
市
長
公
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
2
1

市
立
大
洲
病
院

採
用
予
定
職
種
及
び
人
員

⑧
理
学
療
法
士

一
人

⑮

臨

床

検

査

技

師

二

人

。
助
産
婦
・
看
護
婦
八
人
程
度

応
募
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務

員
法
第
十
六
条
(
禁
治
産
者
な

ど
)
に
該
当
し
な
い
者

②
採
用
後
、
市
内
又
は
市
立
大
洲

病
院
に
通
勤
可
能
な
地
域
に
居

住
で
き
る
者

③
昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
種
の
免
許
を
有
す
る
者
、

又
は
平
成
六
年
前
期
に
免
許
取

す
得
見
込
み
の
者

受
付
期
間

六
月
二
十
一
日

1
七
月
九
日

そ
の
他
受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く

は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職
員
(
医

療
技
術
職
員
・
助
産
婦
・
看
護
婦
)

採
用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
市
立
大
洲
病
院
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。宮
⑫
2
1
5
1

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l
募
集

社
会
福
祉
協
議
会

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

平
成
五
年
度
の
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ

l
採

用
試
験
を
次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

{
職
種
】

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

l

{
採
用
予
定
人
員
}

二
名
程
度

{
受
験
資
格
}

川
お
お
む
ね
加
歳
か
ら

ω歳
ま
で

の
人
(
男
女
は
問
わ
な
い
)

間
日
本
国
籍
を
有
す
る
も
の
で
、

地
方
公
務
員
法

(昭
和
お
年
法
律

第
2
6
1
号
)
第
同
条
各
号
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
人

ωバ
イ
ク
の
運
転
が
で
き
る
人

凶
採
用
後
は
、
大
洲
市
に
居
住
可

能
な
人

(介
護
福
祉
士
等
有
資
格
者
歓
迎
)

{
受
付
期
間
}

平
成
五
年
七
月
十
九
日
か
ら
七
月

三
十
一
日
ま
で
の
勤
務
時
間
中
受
け

付
け
ま
す
。
願
書
は
、
本
人
が
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、
七
月
三

十

一
日
の
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

{
そ
の
他
}

受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く

は
、
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〒
明
大
洲
市
大
洲
六
九

O
の

一

宮
⑫
3
5
0
9



No.132 

この自然を大切にして

住みよいまちにしてほしい

信高久仁子さん(平野 ・24歳)

熊本県出身

V
熊
本
県
八
代
郡
の
出
身
で
す
。

V
学
生
の
時
、
熊
本
で
主
人

(良

一

さ
ん
)
と
知
り
合
い
、
結
婚
を
機
に

大
洲
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

v
出
産
の
た
め
に
里
帰
り
を
し
て
い

た
り
し
て
、
実
際
大
洲
で
暮
し
て
い

奥さん訪問

る
の
は
五
ヶ
月
く
ら
い
で
す
。
話
し

に
よ
く
聞
く
大
洲
の
霧
も
ま
だ
あ
ま

り
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
よ
o

v
冨
士
山
に
は
じ
め
て
登

っ
て
感
じ

た
こ
と
は
、
周
囲
が
切
り
立

っ
た
山

々
ば
か
り
だ
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
熊
本
に
も
山
は
あ
り
ま
す

が
、
も

っ
と
な
だ
ら
か
な
山
が
多
い

で
す
。

V
山
が
近
い
か
ら
で
し

ょ
う
か
。
生

活
の
中
に
自
然
と
触
れ
合
う
機
会
が

多
い
で
す
ね
。
主
人
の
母
に
、
わ
ら

び
や
ぜ
ん
ま
い
を
よ
く
食
べ
さ
せ
て

も
ら
い
ま
す
。
町
中
で
手
軽
に
山
菜

が
手
に
は
い
る
環
境
が
あ
る
の
は
す

ば
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。

V
最
近
、
自
動
車
専
用
道
が
開
通
し

た
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が

計
画
さ
れ
て
い
た
り
、
色
々
と
便
利

に
な
り
は
じ
め
で
ま
す
ね
。
大
洲
の

す
ば
ら
し
い
自
然
を
残
し
な
が
ら
住

み
良
い
ま
ち
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

旦 8

旅
の
思
い
出
川

=
J
i
ボ

ιト
①
故
郷
を
訪
ね
つ
L
(
そ
の
一
)

企左よりイザ女史、通訳、 中川さん

今
年
の
大
洲
史
談
会
の
研
修
旅
行

こ
う
だ
い
、

は
長
崎
市
で
あ

っ
た
。
暗
ム
ロ
寺
の
急

な
石
段
を
登
り
、
楠
本
ィ
、
不
が
立
て

た
二
宮
敬
作
の
墓
に
詣
で
、
更
に
鳴

滝
塾
跡
を
見
学
。
シ
l
ボ
ル
ト
記
念

館
で
は
、
福
井
館
長
か
ら
、

二
宮
敬

作、

三
瀬
諸
淵
の
功
績
に
つ
い
て
講

話
を
聞
い
た
。

そ
の
後
、
シ

l
ボ
ル
ト
の
故
国
ド

イ
ツ
を
訪
ね
、
そ
の
子
孫
に
も
会
い

た
い
と
の
思
い
止
み
難
く
、
日
本
総

領
事
館
を
通
じ
て
照
会
し
た
と
こ
ろ
、

「
待
っ
て
い
ま
す
」
と
の
返
事
が
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
三
月
下
旬
、
二
宮

敬
作
の
五
代
目
子
孫
に
な
る
、
中
村

の
中
川

一
生
さ
ん
と
と
も
に
訪
独
の

旅
に
出
た
。

大
阪
か
ら
飛
行
機
で
十
八
時
間
、

時
差
八
時
間
の
ド
イ
ツ
に
着
い
た
。

そ
の
日
は
ゲ

l
テ
ゆ
か
り
の
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
グ
に
泊
ま
り
、
翌
日
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
経
由
シ
ユ
リ
ヒ
テ
ル
ン
の

駅
に
降
り
た
。
ホ
ー
ム
に
は
背
の
高

さ
二
メ
ー
ト
ル
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ

れ
る
大
き
な
男
性
が
、
両
手
を
大
き

く
広
げ
て
迎
え
て
下
さ
っ
た
。
コ
ン

ス
タ
ン
チ
ン
・
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ン
デ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ツ
エ
ツ
ペ
リ
ン
氏

で
あ
る
。
彼
の
車
で
行
く
こ
と
十
分

あ
ま
り
。
町
は
ず
れ
の
小
高
い
丘
の

上
に
、
石
造
り
の
中
世
の
城
が
現
わ

れ
た
。
そ
こ
に
シ

l
ボ
ル
ト
の
四
代

子
孫
、
イ
ザ
・
プ
ラ
ン
デ
ン
シ
ユ
タ

イ
ン
女
史
(
八
十
二
歳
)
が
待

っ
て

村

J国

上

夫
(
新
谷
)

い
て
下
さ

っ
た
。
ブ
ラ
ン
デ
ン
シ
ユ

タ
イ
ン
、
シ
ー
ボ
ル
ト
、
そ
し
て
飛

行
船
で
有
名
な
ツ

エ
ツ
ペ
リ
ン
の
家

系
を
継
ぎ
、
「
伯
爵
」
の
称
号
を
持

つ
方
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
シ

打
ボ
ル
ト
事
件
」

で
二
宮
敬
作
は
入
牢
。
そ
の
師
は
国

外
追
放
と
な

っ
た
。
出
獄
後
上
須
戒
、

卯
之
町
で
開
業
し
た
敬
作
は
、

三
十

年
後
、
再
来
日
し
た
師
と
涙
の
再
会

を
す
る
の
で
あ
る
が
、

三
年
後
の
文

久
二
年

(
一
八
六
二
)
三
月
十
二
日、

そ
の
師
の
出
国
の
日
に
長
崎
に
没
し

た
。
そ
れ
か
ら
百
三
十

一
年
、
そ
の

子
孫
が
時
間
と
距
離
を
越
え
て
対
面

し
た
の
で
あ
る
。

「
二
宮
敬
作
さ
ん
は
最
後
ま
で
シ

l
ボ
ル
ト
の
世
話
を
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
入
牢
と
い
う
苦

し
み
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
イ
ネ
を
養

育
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
達

一
族

は
敬
作
さ
ん
に
対
し
深
い
感
謝
の
気

持
ち
を
持

っ
て
い
ま
す
。
」

イ
ザ
女
史
の
言
葉
に
、
中
川
さ
ん

は
感
激
の
あ
ま
り
絶
句
し
て
し
ま

っ

た
。

(
以
下
次
号
)
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火
災
や
や
け
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

夏
と
言
え
ば
H

花
火
H

と
連
想
さ

れ
る
よ
う
に
、
子
供
達
が
楽
し
み
に

し
で
い
る
花
火
遊
び
の
季
節
が
や

っ

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
楽
し
い
お
も
ち
ゃ
花
火

も
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
大
事
故
や

火
傷
の
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

家
族
み
ん
な
で
楽
し
む
た
め
に
、

事
故
の
な
い
よ
う
次
の
こ
と
を
守
り

ま
し
ょ
や
っ
。

〈事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
〉

O
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い

か
、
確
認
す
る
。

O
子
供
だ
け
の
花
火
は
絶
対
に
し
な

O

一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を

っ
け
な
い
。

O
花
火
に
書
い
て
あ
る
注
意
書
き
を

必
ず
守
る
。

O
花
火
を
、
人
や
家
な
ど
に
向
け
な

O
吹
き
出
し
花
火
や
、
打
ち
上
げ
花

火
は
途
中
で
消
え
て
も
絶
対
に
の

ぞ
か
な
い
。

O
水
の
は
い
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、

使
い
終

っ
た
花
火
は
必
ず
水
に
つ

け
る
。

、I '/ 

庁LO

5月末までの

大洲市内の交通事故

5月末現在 昨年同期

イ牛 数 8 8 7 6 

負傷者 117 9 3 

死 者 1 1 

あ
な
た
に
は

愛
す
る
人
が
救
え
ま
す
か
?

応急手当に

チャレンジ

しましょう.ノ

病
気
や
事
故
は
、
突
然
襲

っ
て
き

ま
す
。
あ
な
た
の
前
で
事
故
や
急
病
で
人

が
倒
れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
直
ち
に

応
急
処
置
が
施
せ
ま
す
か
。

消
防
署
で
は
、
家
庭
内
で
の
事
故

や
屋
外
で
の
事
故
な
ど
に
あ

っ
た
と

き
、
少
し
で
も
役
立
つ
よ
う
、
市
民

の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
し
た
応
急
手

当
の
普
及
啓
発
に
努
め
、
救
命
率
の

向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

人
を
救
う
の
は
、
あ
な
た
で
す
。

町
内
会
、
自
治
会
な
ど
で
救
急
法
習

得
に

つ
い
て
計
画
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

消
防
署
で
は
、
救
急
講
習
会
へ
の

指
導
員
派
遣
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
消
防
署
宮
⑫
2
6
6
5

NO.l77 

議
総
務
総

務
総
総

務
総
務「
差
別
は
生
き
て
い
る
」

九

、

人

権

Y
君
は
、
き
ょ
う
泣
い
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
だ
れ
か
に
か
ら
か
わ

〈
ち
か
ず

れ
た
の
で
し
ょ
う
。

Y
君
は
、
口
数

が
少
な
く
、
あ
ま
り
勉
強
に
興
味
が

あ
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
ま
た

仲
の
よ
い
友
だ
ち
も
い
な
い
よ
う
で

す
。ど
う
い
う
わ
け
な
の
か
、
男
の
子

た
ち
は
、

Y
君
を
毎
日
の
よ
う
に
か

ら
か
う
の
で
す
。
そ
の
た
び
に

Y
君

は
む
き
に
な

っ
て
か
か

っ
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
が
お
も
し
ろ
い
の
か
、
男

の
子
た
ち
は
、
い

っ
そ
う
は
や
し
た

て
る
の
で
す
。

も
の
を
か
く
さ
れ
た
り
、
悪
口
を

い
わ
れ
た
り
し
て
、
泣
い
て
い
る

Y

君
を
見
る
た
び
に
か
わ
い
そ
う
に
な

り、

Y
君
を
か
ば
っ
て
、
男
の
子
た

ち
に
向
か
っ
て
い
く
勇
気
の
な
い
自

分
を
な
さ
け
な
く
思
い
ま
す
。
そ
れ

と
と
も
に
、
Y
君
を
か
ら
か
う
子
た

ち
に
、
い
い
よ
う
の
な
い
怒
り
を
感

じ
る
の
で
す
。

な
ぜ

Y
君
は
、
か
ら
か
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。
能
力

が
ひ
く
か

っ
た
り
、
家
が
貧
し
か

っ

た
り
す
る
と
、
人
は
不
当
な
あ
っ
か

い
を
受
け
な
け
れ
ば
、
い
け
な
い

の

で
し
ょ
う
か
。
Y
君
自
身
の
罪
で
は

な
い
こ
と
に
た
い
し
て
も
、
不
当
な

あ
っ
か
い
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
ま
ち
が
い
だ
と
思
い
ま

8 

人
権
と
同
和
教
育

す
。近
ご
ろ
赤
ち
ゃ
ん
が
ロ

y
カ

l
の

中
に
す
て
ら
れ
る
と
い
う
事
件
を
、

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
だ

っ
て、

赤
ち
ゃ
ん
自
身
に
は
な
ん
の
つ
み
も

な
く
、
赤
ち

ゃ
ん
に
と

っ
て
は
、
生

き
る
と
い
う
権
利
が
あ
る
は
ず
で
す
。

親
の
意
志
で
も
、
そ
れ
を
こ
わ
す
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
に
困

っ
た
り
、
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
か
ら
、
子
ど
も
を
道
づ
れ
に

死
ぬ
人
が
い
ま
す
が
、
私
は
、
こ
れ

も
、
子
供
の
生
き
る
権
利
を
う
ば

っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
こ
の
よ

う
に
、
自
分
で
は
気
づ
か
ぬ
ま
ま
に
、

人
を
き
ず
つ
け
た
り
、
人
と
し
て
の

権
利
を
う
ば

っ
て
い
る
こ
と
が
、
た

く
さ
ん
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
私

自
身
に
し
て
も

Y
君
を
か
ら
か
う
男

の
子
た
ち
を
せ
め
る
資
格
が
な
い
よ

う
に
思
え
ま
す
。

こ
と
ば
で
あ
ら
わ
さ
な
く
て
も
、

た
い

ど

態
度
や
目
つ
き
で
人
を
き
ず
つ
け
た

こ
と
が
な
い
と
は
い
え
な
い
か
ら
で

す
。
こ
れ
を
機
会
に
も
う

一
度
、
自

分
自
身
の
行
動
を
ふ
り
か
え

っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
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4月28日(水)

教育研究所総会

大洲小学校l之市内の教育関

係者n堂!と集い、平成5
年度の大洲市の教育活動i之
ついで話レ合いぎした。

4 月 25日 (B)~5 月15日出

つつじまつり

富士山行の臨時パスn運行
され多数の人n利用じまじ
た。

期間中モデル撮影会 " 
e開催され、?マチユ?fJ
メラマ〉でにぎわいまレ定。

5月7日(劃

フレッシュマンを淑励b

新就職者激励大会n開催さ
れ示しだ。市内で 187人の
つレ、γうユマンnスよデート
ーレまじた。

4月28日(水) 怪炉

公園等施設管理推進協議会

員の皆さんn、肱川緑地公
園lこ1、500本の花植をレま
じだ。

5月11B (~) t> 

愛媛県同和対策協議会定期

総会n行われ、本年度の活
動方針n承認されきじだ。

5月26日(肘t>t>
同和教育協議会総会ff開催
され、功績のあった菊池小

夜子さん、飯野之さん!之

感謝状の贈呈nありぎじた。

5月2?日(本) t> 

大洲市スポ-1，/少年団総会

n開催され、永年勤続優秀
指導者とレで井戸清隆ざん

さ16じめ6名の皆さんが市
本部表彰さ受賞されまじ

5月28日(⑤ 炉怪

日本近代俳句肥大きち功績

のあった松根東洋城門誌ん

だいちだきの句の除幕式n
史談会の皆さん!こより如法

寺河原で行われぎレた。

-ーーーーぷニエ
ザ必 -1'. ~宇主主主な指

33 怒銭緊縮控訴策協議会大階綴慾総絞殺
J 事 や
毛持

獲品
~f 横

暴立
ザ芸
品割



マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

「
年
金
住
宅
融
資
」
で

A
7
年
度
第

一
回
目
の

「
年
金
住
宅
融

資
」
の
受
付
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

次
の
要
領
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

融
資
を
希
望
す
る
人
は
、
急
い
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
利
用
で
き
る
人
】

現
在
厚
生
年
金
保
険
の
加
入
者
で
、

加
入
期
聞
が
三
年
以
上
あ
る
人
(
国
民

年
金
の
保
険
料
納
付
済
期
間
を
含
む
)

【
資
金
の
使
い
み
ち
】

新
築
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
建
売
住

宅
、
中
古
住
宅
の
購
入
・
お
よ
び
増
改
築

な
ど
の
住
宅
改
良
資
金
(
無
抽
選
・
先

着
順
)
{
融
資
金
額
}

所
要
資
金
の
加
%
以
内
で
、
最
高
額

は
二
千
二
十
万
円
ま
で
。
(
老
人
・
身

障
者
同
居
と
在
宅
ケ
ア
の
割
増
あ
り
)

【
融
資
利
率
}

年
四

・
五
八
%
(
一
般
貸
付
)

(利
率
に
つ
い
て
は
、
受
付
開
始
日
の

平
成
五
年
四
月
二
十
二
日
に
遡
及
し
て

引
下
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
)

{
返
済
方
法
】

元
金
均
等
返
済
・
元
利
均
等
返
済
の

選
択
が
で
き
ま
す
。

【
返
済
期
間
】

住
宅
の
種
類
に
よ
っ
て
五
年
か
ら
三

十
五
年

【
受
付
期
限
】

平
成
五
年
七
月
二
日
幽

※
た
だ
し
、
予
定
枠
に
達
し
ま
す
と
締

切
り
ま
す
。

詳
し
く
は
社
団
法
人
愛
媛
県
年
金
福

祉
協
会

(松
山
市
南
堀
端
町
五
番
地
七

含
0
8
9
9
⑪
7
6
6
7
)
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

五
月
三
十
一
日
分
ま
で

(
称
略
)

金

一
封
(
寄
付
金
)

松

尾

金

一

封

東

大

洲

金

一
封

大

洲

(
指
定
配
分
)

金

一
封
(
肱
南
地
区
社
協
と
市
社
協

へ

)

柚

木

松

井

要

介

金

一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

平

田

丈

雄

金
一
封
(
菅
田
地
区
社
協
と
市
社
協

へ

)

声

呂

田

町

城

戸

登

貴

子

金

一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

奥清沖
家野

歳葉文
衛子夫

新

谷

石

丸

福

義

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

谷

本

幹

金

一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

西

大

洲

影

浦

誠

一

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

手

成

山
中

重

利

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

北

只

上

野

源

三
郎

金

一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
上
須

戒
老
人
ク
ラ
ブ
会
へ
)

上

須

戒

河

港

宗

義

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
野
田
鶴

寿

会

へ

)

平

野

町

越

智

崇

金
一
封
(
寄
付
金
を
あ
い
わ
福
祉
作

業
所
へ
)
肱
川
橋
通
り
(
株
)
十
字
屋

金

一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

福
祉
年
金
は
、
す
べ
て
の
人
に
何
ら

か
の
年
金
を
支
給
し
よ
う
と
す
る
目
的

で
発
足
し
た
国
民
年
金
制
度
で
す
。

国
が
そ
の
費
用
を
全
額
負
担
し
ま
す

が
、
支
給
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
他
の
公
的
年
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
。

①
本
人
、
配
偶
者
及
び
扶
養
義
務
者
に

一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
。

右
の
①
②
に
該
当
す
る
場
合
は
、
年

金
の

一
部
ま
た
は
全
額
が
支
給
停
止
に

介

φnJ主
ふ
品

9

。

し
た
が
っ
て
、
思
給
の
扶
助
料
、
共

済
組
合
・
船
員
・
厚
生
年
金
・
労
働
者

災
害
補
償
法
に
よ
る
年
金
な
ど
が
支
給

さ
れ
ま
し
た
ら
、
市
民
課
年
金
係
(
含

⑪
2
1
1
1
内
線
2
5
6
・
2
5
7
)

ま
で
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

菅

田

町

泉

金
一
封
(
市
木
千
歳
会
へ
)

市

木

上

田

(物
品
の
口
座
)

サ
ワ

i
シ
1

ツ
(
床
づ
れ
防
止
)

六
十
セ
ッ
ト
(
在
宅
ね
た
き
り
老
人
へ
)

徳
森
丸
三
産
業
株
式
会
社

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

新
刊
図
書
案
内

女
加
代
の
失
敗
し
な
い
人
生
の
選
び
方

塩
月
弥
栄
子
著

日
本
仏
教
を
読
む
ひ
ろ
さ
ち
ゃ
著

こ

こ

ろ

の

夜

明

け

岩

崎

照

皇

著

マ
ッ
カ

l
サ
!
と
吉
田
茂
上
・
下

R
-
B
・
フ
イ
ン
著

ダ
イ
ア
ナ
妃

N
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
著

こ
ん
な
男
に
な
っ
て
み
な
い
か
大
谷
幸
三
著

ニ
ュ

l
・
エ
ン
ペ
ラ
l

H
・
E
・ソ

l
ル
ズ
ペ
リ
l
著

浮
瀞
蕩
蕩
堀
内
統
義
・
神
山
恭
昭
著

大
雪
山
国
立
公
園
森
田
敏
隆
写
真

路
上
探
検
隊
讃
岐
路
を
ゆ
く

路
上
観
察
学
会
編

次

代

を

創

る

岩

国

哲

人

著

八

人

と

の

対

話

司

馬

遼

太

郎

著

な
ぜ
私
は
業
者
テ
ス
ト
を
や
め
さ
せ
た

の

か

竹

内

克

好

著

日
本
新
党
責
任
あ
る
変
革
細
川
護
照
編

株
主
の
反
乱
日
本
経
済
新
聞
社
編

子

供

誌

高

田

宏

著

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
使
う
本

井
原
辰
雄
・
他
著

ガ

ラ

パ

ゴ

ス

藤

原

幸

一

著

ビ
タ
ミ
ン
・
バ
イ
ブ
ル

E
・
ミ
ン
デ
ル
著

家
庭
の
医
学
新
赤
本
保
健
同
入
社

パ
リ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
深
井
晃
子
著

馬

車

の

文

化

史

本

城

靖

久

著

願
い
を
お
米
に
そ
え
て
中
村
修
編

血
と
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
中
島
国
治
著

ド
ラ
え
も
ん
の
秘
密

世
田
谷
ド
ラ
え
も
ん
研
究
会
著

一
一

つ

目

哲

学

赤

瀬

川

原

平

著

大

山

康

晴

名

言

集

永

井

英

明

著

白

球

の

視

点

田

村

大

五

著

「
笑
」
ほ
ど
素
敵
な
商
売
は
な
い

10 

萩
本
欽
一
著

も
っ
と
話
せ
る
英
会
話
増
井
由
紀
美
著

種

目

山

頭

火

大

橋

毅

著

激
石
先
生
ぞ
な
、
も
し
半
藤
一
利
著

天

辺

の

椅

子

古

川

薫
著

落

日

の

門

連

城

三

紀

彦

著

と

か

げ

吉

本

ば

な

な

著

ア
ン
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
赤
川
次
郎
著

ぼ
く
は
勉
強
が
で
き
な
い
山
田
詠
美
著

戦

鬼

た

ち

の

海

白

石

一

郎

著

哲

学

者

の

密

室

笠

井

潔

著

ス

ペ

イ

ン

の

雨

佐

藤

正

午

著

地

下

生

活

者

椎

名

誠

著

時
代
小
説
の
女
た
ち

一
1
四
角
川
書
唐

風

も

の

が

た

り

村

松

友

視

著

東
福
門
院
利
子
の
一
涙
宮
尾
登
美
子
著

海

が

き

こ

え

る

氷

室

冴

子

著

同

級

生

東

野

圭

吾

著

思
い
出
す
だ
に
腹
が
立
つ
上
坂
冬
子
著

老
い
に
挫
け
ぬ
男
た
ち
小
島
直
記
著

キ

ト

キ

ト

の

魚

室

井

滋

著

本

を

つ

ん

だ

小

舟

宮

本

輝

著

ネ

コ

の

住

所

録

群

ょ

う

こ

著

生

き

る

ヒ

ン

ト

五

木

寛

之

著

晩

年

の

日

記

鈴

木

治

雄

著

め
き
め
の
時

C
-
ジ
ュ
リ
エ
著

倒
錯
の
舞
踏

L
・
ブ
ロ

y
ク
著

愛
よ
り
気
高
く
エ
イ
ズ
と
闘
う
人
々

D
-
ラ
ピ
エ

l
ル
著

課
題
図
書

(
H
冊
)
も
あ
り
ま
す
。

図
書
館
は
、
土
・
日
曜
日
も
、

午
前
九
時
か
ら
、
午
後
五
時
ま
で

開
館
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
月
曜
・
祝
日
・
月
末
は
、

休
館
で
す
。

図

書

館



ま

ち

づ

く

ιj 

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

簡
易
保
険
局
で
は
、
次
の
要
領
で
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

{テーマ
】

簡
易
資
金
の
融
資
で
つ
く
ら
れ
た
施

設
又
は
簡
易
保
険
加
入
者
福
祉
施
設
を

題
材
に
し
た
も
の
で
、
街
や
人
と
施
設

の
か
か
わ
り
な
ど
を
撮
っ
た
も
の

【作
品
の
サ
イ
ズ
}

キ
ャ
ビ
ネ
判
以
上
回
ツ
切
判
以
下

※
各
部
門
と
も
、
カ
ラ

l
・
白
黒
ど
ち

ら
で
も
出
品
で
き
ま
す
が
、
ス
ラ
イ
ド

で
は
出
品
で
き
ま
せ
ん
。

{応
募
上
の
注
意
}

・
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
0

・
単
写
真
で
お
願
い
し
ま
す
。

-
応
募
作
品
は
、
原
則
と
し
て
返
却
し

ま
せ
ん
。

-
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
な
が
ら

な
い
作
品
で
お
願
い
し
ま
す
。

【応
募
締
切
}

平
成
五
年
八
月
三
十
一
日

【
応
募
及
び
問
い
合
せ
先
】

大
洲
郵
便
局
宮
@
2
3
2
1

※
な
お
、
応
募
に
必
要
な
「
応
募
票
」

は
、
郵
便
局
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り

宇品、す。

お
周
年
を
迎
え
た

検

察

審

査

会

交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
あ

っ
て
警

察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ

の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
の
処

分
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
の

が
検
察
審
査
会
で
す
。

こ
の
審
査
は
、
選
挙
権
を
有
す
る

一

般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ

た
十

一
人
の
審
査
員
が
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
検
察
審
査
会
制
度
も
七

月
十
二
日
で
四
十
五
周
年
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
国
民
の

代
表
と
し
て
約
四
十
万
人
の
方
が
選
ば

れ
、
検
察
審
査
会
で
活
躍
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
検
察
審
査
会
の
制
度
、
活

動
に
つ
い
て
更
に
詳
し
く
知
り
た
い
人

は
、
大
洲
市
大
洲
八
四
五
番
地
、
松
山

地
方
裁
判
所
大
洲
支
部
内
大
洲
検
察
審

査
会
事
務
局
(
含
⑫
2
0
3
8
)
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
検
察
審
査
会
で
は
、
検
察
審

査
会
の
役
割
を
紹
介
し
た

た
ビ
デ
オ
映
画
を
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

の水道業者

文
化
振
興
財
団

セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

国

家

公

務

員

(
高
校
卒
業
程
度
)
募
集

今
年
の
愛
媛
県
文
化
振
興
財
団
セ
ミ

ナ
ー
は
、
北
条
市
鎌
大
師
堂
庵
主
、
手

束
妙
絹
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
、
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】

平
成
五
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験
(
高
校
卒

業
程
度
)
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、

一T七
六

O
高
松
市
松
島
町
一
|
十
七
1

三
十
三

人
事
院
四
国
事
務
局
第
二
課
試
験
係
り
ま
で
。

8
0
8
7
8
⑪
4
7
6
5
 

平
成
五
年
七
月
二
日
幽

午
後
一
時
三

O
分
よ
り

【場
所
】
大
洲
市
役
所
大
ホ

l
ル

{
演
題
】
四
国
遍
路
と
私

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社

会
教
育
体
育
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

だ
さ
い
。
合
⑪
2
1
1
1
内
線
3
8
9

土居鉄工所鮒

ft24-4519 
西田水道庖

ft26-0265 
南予水道住設(有)

ft25-1350 
淳山水道工事庖

含 24-2583

星加鉄工所

合 26-0020

伊予屋住設

ft24-2541 
徳森設備

合 25-4023

岡福水道工事底

合 24-3656

(有) 丸電工業

霊堂 24-5351

大塚鉄工所

ft25-0300 

三 原設備

ft24-3783 

神南設備

ft25-4684 
(有)いの水道設備

合 24-2216

久保鉄工所

霊堂 26-0537

内田電気水道設備

ft25-2858 
(有)アサノ設備

ft24-0783 
(有)オクダ Ejt備E
ft24-3674 

佐藤水道庖

ft24-4410 

詳しくは水道課まで

ft 24-2111 (内線377)24-3753 

番当水漏

7月3日比)

7月4日(日)

膏少年を非行からまもる

全国強調月間

( 7月1-31日)

気 海 海 高瓦 皇 入 7tH 国
象 上 上 空 宮 国 家

大 {呆 保 f呆 務 公 試

学 安大 安 安大
護 警

務{ 呂 思責
校
校学

よ子江.

守L
衛 備 員

校
学

A守こt 校
{ 呂 官 採 採 。コ

生 学 生
学 f来 f采 用

採 生 f采
生 用 田 種

t来 採 用 用
用 用 用 用 試 種 類
試 言式 5式 5式 5式 試 試
車貴 験 思責 思貴 思貴 車責 ，験 E主

9 9 9 8 
7 申

月 月 月 月
7月 込
月1 受

14-2 2 ~ 20 8日 付
日 日 日 日

日(木)期
(火) (木) (木) 幽 休日 間

11 11 10 10 9 
第

月 月 月 月 月 次
7 6 3 10 12 

験試日 日 日 日 日
(日)出 (日) (日) (日)

日|

7月10日出

7月11日(日)

7月25日(日)

7月31日比)

7月17日仕)

7月18日(日)

7月24日比)

11 



百三l

相
談
ご
と
案
内

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

「
一

日

時

7

月

8
日

附

叩

時

1
日
時

い
〉
一

7
月
初
日

ω
叩
時

1
日
時

士
σ
一
一
場
所
い
ず
れ
の
日
も
市
役
所
二
階
会

お
一

議
室

i
一

【
人
権
相
談
】

ベペ一

日

時

7

月

日

日

同

日

時

1
日
時

I
U場
所
持
呂
田
公
民
館

日
時

7
月
却
日
例
叩
時

1
日
時

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

{
心
配
ご
と
相
談
}

日

時

毎

週

間

1
幽
(
除
祝
祭
日
)

O
寺
1
6土
寸

噌

E
A

何

M

M

1

E
A

円
M
M

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
別
室

(市
役
所
別
館
二
階
)

法
律
相
談
、
介
護
相
談
に
つ
い
て
も

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
決
定
次
第
ご
案

内
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で
。
合
⑫
3
5
0
9

【
家
庭
児
童
相
談
】

'93 

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【
行
政
相
談
】

日
時

7
月
加
日
例

9
時

l
u
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は

m⑫
3
7
9
4
(
玉
木
)

又
は

m⑪
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

7
月
5
日
間
、

初
日
例

O
寺
1
6
寺

1よ
ロ

U

1

i

n

n

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館

告

(
ω
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館

合
⑫
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
}

日
時

7
月
日
日
制

9
時
i
M
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

常
磐
町
四
、
側
フ
ヂ
エ
ダ

【
青
少
年
相
談
電
話
】

青
少
年
に
関
す
る
様
々
な
ご
相
談
に

お
答
え
し
ま
す
。

保健センターだより

.乳幼児健康診断.

実施日 該当者

7月6日(火) 平成 5年 2月生※

7月8日(木) 平成 3年12月生

7月13日(火) 平成 4年11月生※

7月20日伏) 平成 4年 8月生※

7月27日伏) 平成 2年 6月生

※は肱南・肱北地区のみ

受付時間 1 3時~ 1 3時30分

実施場所大洲保健センター

持参品母子健康手帳

7月13日は育児相談だけです。

宮 24-3775

ごうわ小児科(西大洲)

ft24-3936 

大洲中央病院(東大洲)

宮 24-4551

村上医院(常磐町)

宮 24-2346

大洲中央病院(東大洲)

宮 24-4551

久保医院(新谷)

宮 25-0158

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

肱川医院(菅田)

宮 25-2915

大洲中央病院(東大洲)

宮 24-4551

|休|日|急|患|診療|
7月4日

(日)

7月11日

(日)

7月18日

(日)

毎
日
の
執
務
時
間
中

台
@
九
月
b
J
U

【
定
期
税
務
相
談
}

日
時

7
月
9
日

幽

日

時

1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

日
時

.健康相談.

日時 7月 7日休)

9 時30分~12時、 13時~ 1 5日寺

場所市役所 2階大ホール

日時 7月22日(木)

9 時30分~ 12時

13時~ 15時(栄養相談あり)

場所大洲市保健センター

7月28日(水)

1 3時30分~ 15日寺

肱北公民館

日時

7月25日

(日)
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新三種混合ワクチン(MMR)
の接種が中止になりました。
平成元年四月より実施していま

した、新三種混合ワクチンの接種

が、厚生省の通達により本年 4月

27日以降中止となりました。

ただし、麻疹単独接種は従来ど

おり実施しています。既に発行し

ています接種券で、麻疹単独接種

ができます。
詳しいことのお問い合わせは、

大洲市保健センター (ft⑫3775)
又は各連絡所まで。

歯

吾火
E火

献
血
の
お
知
ら
せ

科

相

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
実
施
日
】

7
月
1
日
同

場

所

時

間

伊
予
銀
行
大
洲
支
底

9
時
叩
八
万

i
u
時

市

立

大

洲

病

院

日

時

i
m
時

土易戸斤

※今月はいずれの日も成人病検

診の結果返しを併せて行いま

す。(午後は医師による健康

相談あり)

.婦人がん検診.

実施日 場所

7月 1日(木) 菅団連絡所

7月2日幽

7月 6日(火)

7月 7日(水)

7月 9日幽 柳沢連絡所

受付時間 13時~ 1 3時30分

検診料 子宮がん検診 700円

乳がん検診 200円
30歳以上の女性

実

施

日

内

容

7
月
幻
日
附
ミ
セ
ス
歯
科
相
談

7
月
お
日
制
乳
幼
児
歯
科
相
談

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

受
付
は
日
時
か
ら
で
す
。
あ
ら
か
じ

め
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先
大
洲
保
健
所
⑪
3
1
6
5

新谷連絡所

対象者
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